
米子港ふ頭用地の利活用に係るサウンディング型市場調査 

 

令和８年９月２９日  

鳥取県総務部行政体制整備局行財政改革推進課  

 

港湾貨物利用が低下した米子港のふ頭用地を活用して、米子港周辺ウォーターフロント活用策の基本コン

セプトに沿った民間事業者による米子港の活性化を図るため、当該土地の売却、貸付等の希望を確認するサ

ウンディング型市場調査を実施しましたので、その結果を公表します。 

 

１ 調査スケジュール 

（１）実施要領の公表：令和８年７月２２日（水） 

（２）質問受付期限：令和８年８月５日（水） 

（３）意見受付及び対話実施期間：令和８年７月２２日（水）～８月３１日（月） 

 

２ 参加状況  

（１）意見書提出：２団体 

（２）質問書提出：１団体 

（３）対話実施：５団体 

 

３ 主な意見 

○米子港は中心市街地に近接し、地域の活性化において極めて重要なポテンシャルを有するエリア。 

○親水護岸、桟橋及び「中海憩いのテラス」等の周辺整備と連携することにより、水辺を生かした新たな交

流・滞在拠点を形成できる可能性がある。 

○初期投資が大きい。 

○資金力・技術力両面から地元企業単独では難しい。 

○観光、飲食、宿泊などの運営事業者と、設計・施工を担う事業者がそれぞれの専門性を活かして連携でき

るよう、企業体での応募、その役割を柔軟に設定できる公募条件とすることが望ましい。 

 

４ サウンディング結果を踏まえた今後について  

今回のサウンディング型市場調査でいただいた意見を参考に米子港の活用策等の検討を進めてまいりま

す。 


